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学生や教職員の声を基にアジャイル開発で
バージョンアップを重ねる『OIDAIアプリ』

右側建物：2025年に開設する新校舎（Ⅱ期棟）
左側建物：2019年に開設したⅠ期棟

1年次は茨木総持寺キャンパス、
2年次以降は茨木安威キャンパスで学ぶ

※学部・学科名等、記載内容は変更になる場合があります。

総
合
大
学
へ
の

進
化
を
見
据
え

理
工
学
部※

を
新
設

　

追
手
門
学
院
大
学
は
、
２
０
２
５

年
、
同
大
学
初
の
理
系
学
部
と
な
る

理
工
学
部※

を
新
設
す
る
予
定
だ
。

　

人
文
・
社
会
科
学
系
大
学
と
し
て

認
知
さ
れ
て
き
た
同
大
学
が
理
系
学

部
を
開
設
す
る
狙
い
は
、
大
学
全
体

で
の
「
文
理
を
超
え
た
学
び
」
の
実

現
に
あ
る
。「
文
系
・
理
系
と
い
っ

た
枠
に
と
ら
わ
れ
て
い
て
は
新
し
い

も
の
を
生
み
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
創
出
し
て
い
け
る
人
材
を

育
成
す
る
た
め
に
、
文
理
を
超
え
た

総
合
大
学
へ
進
化
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
」
と
真
銅
正
宏
学
長
は

語
る
。

　

そ
れ
に
向
け
、
19
年
、
経
営
学
部

に
情
報
シ
ス
テ
ム
専
攻
、
21
年
、
心

理
学
部
に
人
工
知
能
・
認
知
科
学
専

攻
、
22
年
に
文
学
部
に
美
学
・
建
築

文
化
専
攻
を
設
け
、
理
系
分
野
の
拡

充
を
進
め
て
き
た
。
22
年
の
国
際
学

部
、
文
学
部
に
加
え
、
23
年
に
は
法

学
部
を
開
設
。
文
系
学
部
も
拡
充
し
、

「
文
理
を
超
え
た
学
び
」
の
基
盤
を
強

固
な
も
の
に
し
て
き
た
。
そ
の
先
に

い
よ
い
よ
誕
生
す
る
の
が
、
理
工
学

部※

だ
。

　

新
設
さ
れ
る
理
工
学
部※

は
、
理

学
と
工
学
の
両
方
の
立
場
か
ら
、
科

学
技
術
に
関
す
る
研
究
と
教
育
を
実

践
す
る
た
め
に
、「
数
理
・
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
学
科※

」「
機
械
工
学
科※

」

「
電
気
電
子
工
学
科※

」「
情
報
工
学

科※

」
の
４
学
科
構
成
と
す
る
予
定
だ
。

　
「
本
学
の
学
び
が
さ
ら
に
多
様
に

な
り
ま
す
。
理
工
学
部※

新
設
は
総

合
大
学
に
向
け
た
新
た
な
１
歩
で
あ

り
、『
第
二
の
開
学
』
と
位
置
づ
け
て

い
ま
す
」
と
力
を
込
め
る
。

文
理
を
超
え
た
学
び
を

実
現
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス

　

同
大
学
は
、
文
理
を
超
え
た
学
び

を
ハ
ー
ド
面
か
ら
促
進
す
る
べ
く
、

キ
ャ
ン
パ
ス
の
拡
充
・
再
編
も
進
め
て

い
る
。
理
工
学
部※

開
設
と
足
並
み
を

そ
ろ
え
、
茨
木
総
持
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
に

新
校
舎
（
Ⅱ
期
棟
）
を
完
成
さ
せ
る

予
定
だ
。
こ
れ
を
機
に
茨
木
総
持
寺

キ
ャ
ン
パ
ス
を
メ
イ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
化

し
、
す
べ
て
の
学
生
が
集
う
環
境
を

整
え
て
い
く
。
そ
の
中
核
と
な
る
の
が
、

「
文
理
を
超
え
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
キ
ャ

ン
パ
ス
」
を
具
現
化
す
る
新
校
舎
だ
。

　

学
生
が
学
ぶ
教
室
と
教
員
の
研
究

室
を
同
じ
フ
ロ
ア
に
配
置
す
る
な
ど
、

学
生
と
教
員
、
ま
た
学
生
同
士
が

シ
ー
ム
レ
ス
に
行
き
交
う
空
間
を
実

現
。
ま
た
全
長
２
５
０
㍍
に
及
ぶ
校

舎
の
中
央
を
貫
く
廊
下
を
「
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
Ｌ
Ａ
Ｂ
」
と
名
付
け
、

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
「
学
び
あ
い
、

教
え
あ
い
」
が
生
ま
れ
る
仕
掛
け
を

施
す
。「
異
分
野
と
の
偶
発
的
な
出

合
い
こ
そ
が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

生
み
出
す
源
泉
で
す
。
文
理
を
超
え

た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
そ
こ
か
し

こ
に
生
ま
れ
る
。
そ
う
し
た
学
び
の

新
し
い
形
を
体
現
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス

に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」。

　

新
学
部
増
設
に
よ
り
、
学
生
数
の

増
加
も
見
込
む
。
現
在
の
８
０
０
０

人
か
ら
１
万
人
規
模
へ
と
拡
大
し
、

大
規
模
大
学
へ
大
き
く
前
進
す
る
こ

と
に
な
る
。

教
育
Ｄ
Ｘ
で
推
進
す
る

教
育
の
高
度
化

　
「『
第
二
の
開
学
』
に
は
、
ハ
ー
ド

面
だ
け
で
は
な
く
教
育
の
高
度
化
が

必
須
で
す
。
そ
の
た
め
に
教
育
Ｄ
Ｘ

を
進
め
て
い
ま
す
」
と
真
銅
学
長
。

そ
の
推
進
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
３
つ

の
ツ
ー
ル
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

る
。１
つ
目
が
、23
年
９
月
に
リ
リ
ー

ス
し
た
『
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｉ
ア
プ
リ
』
だ
。

時
間
割
や
成
績
な
ど
学
び
に
関
わ

る
情
報
の
ほ
か
、
大
学
か
ら
の
お
知

ら
せ
や
バ
ス
の
時
刻
表
、
学
内
の
Ｆ

Ａ
Ｑ
ま
で
、
学
生
生
活
に
お
け
る
あ

ら
ゆ
る
情
報
の
ポ
ー
タ
ル
機
能
を
担

う
。
新
た
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
表
示
・

読
み
取
り
機
能
を
搭
載
。
学
内
各
所

に
設
置
さ
れ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
の

情
報
収
集
も
可
能
に
し
た
。
将
来
は

電
子
学
生
証
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

も
構
想
中
だ
。

　

２
つ
目
に
進
め
る
の
が
、
学
修
状

況
や
到
達
度
な
ど
の
学
修
に
関
わ
る

デ
ー
タ
を
自
動
収
集
す
る
Ｌ
Ｍ
Ｓ

（
学
習
管
理
シ
ス
テ
ム
）
の
整
備
だ
。

理
工
学
部※

開
設
に
合
わ
せ
、
よ
り

高
度
な
次
世
代
Ｌ
Ｍ
Ｓ
を
導
入
す
る

と
い
う
。

　

そ
し
て
３
つ
目
は
す
べ
て
の
基
盤

と
な
る「
超
統
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（
Ｄ

Ｂ
）」
の
充
実
だ
。
学
生
の
学
修
、
活

動
デ
ー
タ
の
ほ
か
、
今
後
は
卒
業
後

の
進
路
な
ど
の
デ
ー
タ
も
蓄
積
し
て

い
く
。
さ
ら
に
こ
の
「
超
統
合
Ｄ
Ｂ
」

に
あ
る
デ
ー
タ
を
可
視
化
す
る
「
Ｏ

Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｎ 

Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
」

を
構
築
。
あ
ら
ゆ
る
デ
ー
タ
を
一
元

管
理
・
見
え
る
化
し
、
利
活
用
に
つ

な
げ
て
い
く
。
そ
の

狙
い
は
、「
学
修
成
果

を
可
視
化
」
す
る
こ

と
で
、
学
生
自
身
に

気
づ
き
や
意
欲
を
与

え
、「
主
体
的
な
学
び
」

へ
と
行
動
変
容
を
促

す
こ
と
に
あ
る
。
い
ず
れ
は
Ａ
Ｉ
な

ど
も
活
用
し
、
学
生
の
希
望
進
路
に

即
し
て
履
修
す
べ
き
科
目
や
履
修
モ

デ
ル
を
提
示
し
、「
効
率
的
で
効
果

的
な
学
び
」
を
目
指
し
た
い
と
い
う
。

　
「
目
指
す
の
は
、
学
び
を
個
別
最

適
化
し
、
成
果
を
最
大
化
す
る
『
学

修
者
本
位
の
学
び
』
を
実
現
す
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
」
と
真
銅
学
長
。「
大

学
の
４
年
間
で
学
べ
る
こ
と
は
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
本
学
の
役
割
は
、
社

会
に
出
て
か
ら
も
生
涯
に
わ
た
っ
て

学
び
続
け
、
成
長
し
続
け
ら
れ
る
力

を
培
う
こ
と
。
そ
の
た
め
に
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
活
用
し
、
主
体
的
に
学
ん

で
い
く
、
い
わ
ば
『
学
び
方
』
を
身

に
付
け
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
」。

　

文
理
を
超
え
た
学
び
の
環
境
と
教

育
Ｄ
Ｘ
に
よ
っ
て
、
大
き
く
進
化
を

遂
げ
よ
う
と
し
て
い
る
追
手
門
学
院

大
学
。
次
代
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

創
出
し
て
い
く
。そ
ん
な
人
材
が
育
っ

て
い
く
の
を
楽
し
み
に
待
ち
た
い
。

イノベーションLAB

理工学部※ 学科構成（認可申請中）

教育DXにおける関係図

茨木総持寺キャンパスの新校舎イメージ
学科名

合計

数理・データ
サイエンス学科※

機械工学科※

電気電子工学科※

情報工学科※

学位

学士
（理学）

学士
（工学）

入学定員 収容定員

30名

50名

50名

70名

200名

120名

200名

200名

280名

800名

教室と研究室を互い違いに配置。イノベーション空間と
一体化させ、学びあい、教えあいの協働を促す。

学修データ 行動データ その他データ データの公開・活用

データの可視化データの蓄積
加工
＆
分析

加工
＆
分析

未来志向LMS
課題の提出状況や
ディスカッションの状況、
成績など

OIDAIアプリ
授業等への出席状況、
施設設備の利用状況、
FAQの検索状況など

統合DB

学内のあらゆるデータを
統合したデータベース

〝OTEMON INSIGHT〞

分析したデータを利活用できるように
ダッシュボードとして可視化したもの

その他学内システム 学内外への
データ公開、
学生の行動変容を
促す可視化

履修データ  入試データ
進学・就職データ  各アンケート・
アセスメントテストデータなど

教育DXの
3種の神器

❶ ❷ ❸

研究室・教室・イノベーション空間を
隣接配置することによって、それぞれの
活動が一体的に展開される。

イノベーション空間 研究室と教室が近く、移動しやすい。

研究室

研究室

研究室

研究室

教室 教室

教室
教室

教室
教室

教室

教室 教室

❶ ❷

❸

2025年、理工学部※の新設を目指す追手門学院大学。文理を超えた学びの環境の充実と教育ＤＸを
推進し、総合大学へと大きく進化を遂げようとしている。
制作　東洋経済企画広告制作チーム

追手門学院大学

2025年、
理工学部※新設（仮称・認可申請中）

「第二の開学」で
実現する学修者本位の学び

学長
真銅 正宏
学長
真銅 正宏

追手門学院大学


